学校評価シート（自己評価）

　秩父ほうしょう幼稚園

1、 園の教育目標
	建学の精神である「子どもの未来を拓く」をうけ、「みんな、強く、正しく、明るい子」を教育の目標として、遊びも学ぶことも好きな子どもに育ってほしいと願い日々の教育・保育に取り組む。
本園では目指す幼児像として次の４項目を掲げる。

　１　正しい生活習慣を身につけ、相手の話がしっかり聞ける子

　２　最後まであきらめず、頑張る子

　３　良い、悪いの判断がつき、自ら積極的に行動できる子
　４　人としての大切な感情を持ち、やさしさ、思いやりのある子



2、 具体的な目標や計画

	　評価項目に沿って自己点検、自己評価を実施することによって、教師自らが客観的に自園を見る目を養い、施設の改善、教育内容の改善に主体的に取り組んでいくことを重点項目とする。



3、 評価項目の取組及び達成状況

	評価項目
	結果（※）
	結果の理由

	（１）教育要領、教育課程、子どもの実態などをもとに教育・保育に当たっているか。
	Ｂ
	認定こども園に向け、新教育要領の研修会を行ったが、現教育要領からの移行が十分図られているとは言えない。子どもの実態に応じた教育は達成されている。

	
	
	

	（２）子どもの実態を的確につかみ、具体的な手立てを講じる。

	Ｂ
	週一回の会議を通し、子どもの情報交換を行った。個に応じた指導に配慮したい。

	
	
	

	（３）学期ごとに各クラスの経営の成果と課題を報告する。

	Ｂ
	学年会や研修会を通し、経営の見直しを図った。課題を十分改善するまでに至らなかった。

	
	
	

	（４）あそびを通して工夫したり、協力したりする姿が見られる。

	Ａ
	子どもの安全を第一に考え、環境構成に配慮した。

	
	
	

	（５）規則正しい生活習慣の定着に向けての指導を行う。

	　Ｂ
	子育ての目安「３つのめばえ」を参考に家庭とも連携を図ったが、十分成果が上がったとは言いがたい。


	
	
	


4、 具体的な目標や計画の総合的な評価結果

	結　果
	理　　　　　　　由

	Ｂ
	学校評価も４年目の実施となり、職員一人一人が適切に自己点検、自己評価を行っている。認定こども園化に向け、先進校に学んだり、研修会を行ったりして、保護者や職員への周知を図った。



	　○結果（※）について
	
	

	A
	十分達成されている

	B
	達成されている

	C
	取り組まれているが、成果が十分でない

	D
	取組が不十分である


５、今後取り組むべき課題

	課　題
	具体的な取り組み方法

	情報公開の方法
	現在、ＰＴＡ総会や参観日などを通して、保護者へ幼稚園の情報を提供しているが、さらにＨＰなどにより、適切な情報公開をする必要がある。


	自己点検、自己評価
	現在おおざっぱに個人の目標を設定しているが、管理職との面談などを通し、きめ細かくステップアップを図れるよう配慮したい。学校評価に関する研修会も行いたい。


	指導計画の編成
	新教育要領に基づいた指導計画作成のために、既存の指導計画に加筆、修正を行い、園を取り巻く環境や子どもの実態に即した新たな計画の編成に取り組んでいく。



　平成2９年度
学校評価シート（学校関係者評価）

秩父ほうしょう幼稚園　学校関係者評価委員会

１．自己評価で設定した目標・計画、評価項目の設定は適切であったか
教師自らの自己評価によって、自分の実践を振り返り、今後どのように取り組めば良いか主体的に方向性を持つことができるので、目標・計画、評価項目の設定は適切であったと思われる。
２．評価結果の内容は適切であったか
　各評価項目とも「達成できている」という結果はとても良いと思います。とりわけ子どもの安全を考えた施設管理、環境設定（防犯カメラなども含む）、遊び方の指導などの項目がＡ判定で素晴らしいと思います。今後も子どもの安全第一を考えた運営を期待しています。
３．今後取り組むべき課題は適切に設定されているか
　設定された３つの課題とも重要な内容であると思います。
　老婆心ながら、子どもの個人情報のセキュリティ管理をよろしくお願いいたします。
４．今後取り組むべき課題は適切に行われているか

　来年度は認定こども園の初年度ということもあり、今後も本年度中に解決していかなければならない様々な課題が出てくるかと思いますが、各課題をクリアして順調なスタートが切れることを願っています。
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